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はじめに

歴史的に医学の発展の陰には、病気によって命を落とした患者がいて、そこか
ら原因の究明と治療の研究がなされ、薬が開発されてきました。医学が進歩した
ことで、多くの方々の命が助けられたという背景があります。
アディクション問題は古くから存在しています。しかしながら、アディクショ
ンについての知識や情報が十分でなかったために、適切な治療やかかわりがなさ
れることなくアディクションが進行してしまった結果、家族が崩壊し、本人の死
にまで追い込まれた人々が数多くいます。
アディクションは、その人生や生き方に影響を及ぼし、家族や周囲を巻き込み
ながら根深く進行していきます。さらに子どもたちに影響を与え、次の世代へと
伝播し、受け継がれて、繰り返されます。
本書は、このようなアディクション問題にいち早く気づき、対応できるように
なるために、アディクションの特徴やアディクション問題に対する支援につい
て、理解しやすい構成を強く意識しました。
第1章では、アディクション問題を抱えた人のエピソードを示し、感覚的にア
ディクションの実際がわかるように工夫しています。第2章では、アディクショ
ンはどのようなメカニズムでどのような種類があるのかなど、アディクションの
ことをわかりやすく解説しています。第3章ではアディクション問題を抱える人
と共に生きる家族に着目し、家族が陥りやすい状況や家族の心情などを細やかに
解説しています。第4章では、そのアディクションからの回復のための道筋を、
アディクション問題を抱える人とその家族の両方の角度からみていきます。そし
て、第5章では、アディクションの歴史を振り返り、昔からあるアディクション
問題を抱える人の支援の変遷を追いながら、今後のアディクションに対する精神
保健福祉の課題について述べていきます。
本書をご活用いただき、アディクション問題からの解決の糸口となれば幸いで
す。大切な命と生活が守られますことをこころから願っております。

平成30年8月吉日

静岡福祉大学社会福祉学部
教授　　長坂　和則
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第1章　アディクションエピソード

A アルコール

気がつくとオヤジと同じ飲み方に
なっていた

精神科病院には、昔、父親がアルコール依
存症で入院するときに連れられて行ったこと
があった。大人になり、酒と出合った。ごく
普通の飲み方だったが、酔うことが心地よく
なっていった。会社の飲み会では毎回楽しい
酒だったが、妻から飲み方が父親に似てきた
と指摘され不愉快だった。オレはオヤジとは
違う！　一緒にするな！　とその気分のイライラからまた酒を飲むようになって
いった。

酔うとなぜか不快な気持ちが湧いてくる

疲れたときの1杯…うまい酒を飲むとこころが落ち着く。しかし、酔うにつれ、
だんだん不快なことばかり浮かんでくる。自分を理解しない、わかってくれない
上司や会社に対しての不満、そして家族への不満などが湧いてきて楽しい酒では
なくなっていった。

飲んでいると込み上げてくる怒り

酒を飲むことを妻から責められるようになっていた。飲んでいると「飲み過ぎ
よ」とたびたび注意された。飲み続けるために「お前が悪いからだ」と言い訳を
するようになり、妻の20年も前の過去の出来事など、妻の困った顔を見ながら、
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A　アルコール

泣き出すまで責め続けた。「もう勝手にして！」と言われた後も飲み続けた。

あれ…　覚えていない…

いつしか飲むと記憶がなくなっていた。2軒目までは覚えているが、その後が
どうやって家に帰ってきたのか覚えていない。ところどころ思い出せるものの、
支払いなどの記憶がなく財布はいつも空になっていた。家族にばれないように友
人から金を借りて昼食代にあてていた。

記憶が飛んだ日

まったく記憶がない。飲み始めてからの記憶がまったくなくなっている。確か
に飲むピッチが早かったのも事実だ。駆けつけ3杯というか5杯という感じだっ
た。どうも、ベロベロに酔っ払って帰宅したようだ。冷蔵庫のものを全部食べて
しまっていて、妻に怒られたが、そのことすらまったく覚えていない。車で帰っ
てきたのだろう。ぶつけた跡があり車庫に車が入っていた。不安になって何か起
きていないか朝刊をなめるようにして読んだ。「ブラックアウト」だった。

飛ぶまで飲まなきゃ酒じゃない

酒を飲むなら飛ばなきゃならない。記憶を飛ばして忘れてしまいたい。服は脱
ぎ捨てたまま朝まで放置になっている。風呂にでも入ったのだろう…。酔いが
回ってベッドへ。この飲み方が私の当たり前になってしまっていた。

朝起きてすぐのビールがうまい

ひどい二日酔いの朝だった。初めて朝酒をした…。冷たいビールを喉に流し込
み一息ついた。するとあの頭痛や不快感が消えて楽になった。それから朝一番の
酒が休日の飲み方になるまでに、それほど時間は必要なかった。
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第1章　アディクションエピソード

酔いを感じるまで飲んでいた

飲むなら酔う。とことん酔う。それが酒…。飲み方も酔い方も変わってしまっ
た。空腹に焼酎を流し込むと胃の中に納まる酒が心地よい。酔いも一気にまわっ
てきてテンションも上がってくる。胃潰瘍になっても飲み、家のことなど関係な
く酔いつぶれる寸前まで飲んだ。飲んで帰ったはずなのに、寝る前の1杯まで飲
むようになった。

急に酒が止まらなくなった（やめられない）

コントロールできていた。できていたつもりだった。途中でやめることもでき
ていた。できていると思っていた。飲んでも酔えない日があったり、量が増えた
り、強い酒を飲んだり、だらだら飲んだりと止まらなくなってしまった。

隠れて、隠して飲んでいた

妻にバレないように倉庫、車、押入れ、机の中、使っていないふとんの間、果
ては長靴の中にまで酒を隠しては飲んでいた。
家に着く前にコンビニで焼酎を買って飲み干す。家に帰って普通に飲んで、用

事があるといって外に出ては隠れて飲んでいた。飲むことに後ろめたさがあるか
らだろう…。妻からの小言もしゃくに障る。でも、酒がないとすごい不安に駆ら
れ、酔っていないと自分が保てなくなり始めていた。

警察の世話にはなっていない

オレは世の中の酔っ払いとは違う。誰にも迷惑なんかかけていないし、仕事だっ
てちゃんとしているし、家族だっている。周囲が少しだけオレの飲み方にとやか
く言っているだけ。オレの酒の飲み方は正常のはずだ。そんなに酔っ払っていな
いし、ただの酒好きなだけだ。…いつしか言い訳ばかりの自分になっていた。
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A　アルコール

夕方になるとひどい汗が…　あっ！　キーボードが打てない

酒の量を減らしたいと思うようになった。朝は酒の臭いがしないかとマスクを
付けガムを噛んだ。夕方になると妙な不安感が出始め、微熱も出るようになった。
そして、うっすらと汗をかくようになり、小刻みに手がふるえパソコンを打つキー
ボードがカタカタと鳴る。しだいに仕事が終わるのだけを待つようになる。上司
にはかぜをひいていると言い訳をして、時には早退届を出して帰った。少しでも
早く酒を入れなければならなかった。

自分の酒の飲み方に問題があるって!?

確かに飲むときは多くの酒を口にするけど、人が言うほどひどくもないし、い
つも自分でやめられている。世間でいわれるようなひどい飲み方なんかはしてい
ない。何を「認めろ」っていうんだ。勝手に人を依存症呼ばわりしないでほしい。
上司も家族も酒を飲んでいると何で不愉快な顔をしているんだ。酒癖が悪いだと
か、飲み過ぎているだとか、いつも酔っ払っているって…。

酒でのトラブルが多くなってきた

居酒屋で飲んでいるときに気に入らないことを言われ腹が立った。見知らぬ客
と大げんかをしてしまった。そんなことが幾度か続いた。悪いのは相手なのに、
その居酒屋から出入り禁止とまで言われるようになった。

なぜか音楽が聞こえるようになった

酒が切れていたのかどうかわからない。雨の音がピアノのように感じられたり、
歌が流れていたり、司会者が歌手を紹介したりするような話し声までも聴こえる
ようになった。そして、周囲から狙われているような気になって、家の周りを気
にするようになり、過剰な警戒をするようになってしまった。それが幻聴だとわ
かったのは後のことだ。
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